
【英語科のグランドデザイン】 

何ができるようになるか 

○各教科等で育成する資質・能力 

 

何が身に付いたか 

○各教科等の学習評価 

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解する力 

・聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによるコミュニケーションにおいて

活用する技能 

・外国語で目的や場面・状況などに応じて、簡単な情報や考えなどを理解、活用

して表現する力 

・外国語の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら、主体的に

外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度 

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解している。 

・聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによるコミュニケーションにおいて活

用している。 

・外国語で目的や場面・状況などに応じて簡単な情報や考えなどを理解、活用して

表現している。 

・外国語の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら、主体的に外

国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。 

子供たちの実態 
子供たちの発達をどのように支援するか 

○配慮を必要とする子供への指導 
目指す子供たちの姿 

・積極的に英語でコミュニケーション活動を行う生徒が多い

が、失敗を恐れ消極的になる生徒もいる。特に文法事項を間違

うことへの不安が大きい。家庭学習では、毎時間の復習や反復

練習の量に課題があり、外国語の働きを理解する力の習得に

差がある。 

・質問教室などで習熟度の低い生徒に対する学習支援を行う。 

・スモールステップでの授業を行う。 

・毎時間のねらいと流れを提示し、生徒に見通しをもたせる。 

・外国語の働きを理解しながら、相手に自分の気持ちや考え

を伝えるとともに、自ら外国語を用いて意欲的に相手と接す

るコミュニケーション能力を高めようとする生徒 

何を学ぶか 

○各教科等の教育課程の編成 

どのように学ぶか 

○各教科等の授業の実施 

・グローバル化が急速に進展する中で、外国語によるコミュニケーション能力はこれまでのよ

うに一部の業種や職業だけでなく、生涯にわたる様々な場面で必要とされる。そのため、外国

語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を身につける。 

・英語を読んだり聞いたりしたことを他者との話し合い活動の時間を多く取り入れる。 

・ICT 機器やクロームブックなどで視覚的・聴覚的に理解を深める工夫をする。 

・英語を話したり書いたりしたものをプレゼンテーションなどの活動に取り入れる。 

・英語で書かれた文を読んで、簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点を捉える。 

 

実施するために何が必要か ○指導体制の充実、家庭・地域との連携・協働 

・教員間で教材や授業の流れを相談し合いながら共有し、教師の指導力を向上し続ける  ・ICT 機器、教材、教具の充実 

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」 

言語活動を通して、簡単な情報や考えなどを理解したり表現したりするコミュニケーションを図ること 


